


 

 

港区平和都市宣言 

 

 かけがえのない美しい地球を守り、世界の恒久平和 

を願う人びとの心は一つであり、いつまでも変わるこ 

とはありません。 

 私たちも真の平和を望みながら、文化や伝統を守り、 

生きがいに満ちたまちづくりに努めています。 

 このふれあいのある郷土、美しい大地をこれから生 

まれ育つこどもたちに伝えることは私たちの務めです。 

 私たちは、我が国が『非核三原則』を堅持すること 

を求めるとともに、ここに広く核兵器の廃絶を訴え、 

心から平和の願いをこめて港区が平和都市であること 

を宣言します。 

 

  昭和６０年８月１５日 

港  区   
 

 

 

 

 

 

 

《元号に関する表記上の注意点》 

本戦略発行時点（平成 30年３月）では、新元号が定められていないため、

平成 31 年以降の元号についても「平成」又は「Ｈ」を使用しています。 

新元号が定められた際は、読替えをお願いします。 



 

 

 

「まちの活気と生きものが共存して、生物多様性の 

恵みに感謝し、笑顔があふれているまち・みなと」 

の実現をめざして 

          

        港 区 長  

ご挨拶 

武蔵野台地の東端に位置する港区は、台地と低地、その境の斜面地や東京湾に面した

埋立地など、変化に富んだ地形を有し、赤坂御用地や自然教育園など、かつての大名屋

敷の跡地を中心に地域ゆかりの自然が多く残されています。また、再開発に伴い、新た

な緑地も生まれ、都心部にあって緑の豊かなまちとなっています。一方で、大企業や大

学、研究機関が集積する日本屈指のビジネスエリアであり、昼間人口は約 95 万人に上り

ます。また、54 年ぶりに人口が 25 万人を回復し、今後も全ての世代で増加が続く見通

しです。 

この大都市・港区の営みは、木材やエネルギー、食べ物や水など国内外の生物多様性

から生み出される自然の恵みに支えられ成り立っています。しかし、地球温暖化による

気候変動、森林の消失などにより、生物多様性は世界中で急速に失われつつあります。 

生物多様性を健全な状態で将来の世代に引き継ぐためには、私たち一人ひとりが、暮

らしの中でその大切さを理解し、保全に向けて行動しなければなりません。 

区 は、平成 26（2014）年に、「港区生物多様性地域戦略」を策定し、生物多様性に関

する理解の促進や、自然や生きものと共存できるまちづくりなどに取り組んでまいりま

した。 

このたび、戦略の短期目標期間（平成 26 年度～平成 32（2020）年度）の中間年次に

あたって、区民・事業者を対象としたアンケート調査、公園や水辺空間の現地調査等を

もとに事業の効果を検証し、見直しを行いました。 

本戦略では、「生物多様性に関するデータの蓄積と普及・啓発の推進」や「外来種の

侵入・拡散の防止」など、新たに５つの重点行動計画を設定したほか、年度ごとの数値

目標や具体的な取組を記載しています。 

区は、区民、事業者、ＮＰＯ法人、教育・研究機関など多様な主体と力を合わせ、本

戦略がめざす将来像である「まちの活気と生きものが共存して、生物多様性の恵みに感

謝し、笑顔があふれているまち・みなと」の実現に向けて全力を尽くしてまいります。 

見直しにあたり、ご尽力いただきました港区緑と水の委員会の委員の皆さんをはじめ、

貴重なご意見をお寄せいただきました区民及び事業者の皆さんに、心からお礼申し上げ

ます。 

平成 30 年３月 
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第 1章 港区生物多様性地域戦略の中間見直し 
１ 港区生物多様性地域戦略策定の背景 

（１）生物多様性とは 

生物多様性とは、あらゆる生きものが、相互に関わりあいながら生きていることをいいます。

地球では、生命が誕生して以来、40 億年という い年 の間に、様々な環境に適応しながら、

多くの種が生まれてきました。現在、地球上には、3,000 万種を超える生きものがいるといわれ

ています。生物多様性条約では、生物多様性には、生態系の多様性・種の多様性・遺伝子の多様

性という３つのレベルがあるとしています。 

 

   
図 1-1 ３つのレベルの生物多様性 

私たち人類も生物多様性の一員で、他のたくさんの生きものとつながり、食べ物や水など、生

物多様性から得られる恵みを受けて生きています。生物多様性の恵みは、おおむね４つに分ける

ことができます。これらは、「生態系サービス」ともよばれます。 

 

 

図 1-2 身近な生物多様性の恵み（生態系サービス）  
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（２）港区の暮らしと生物多様性 

港区は、人口約 25 万人が暮らす住宅地であると同時に、23 区有数の商業地であり、観光地で

もあります。また、大使館や外国人が多いなど国際都市でもあります。 

地形は、台地から埋立地まで変化に富み、寺社や武家屋敷の跡地を中心に地域ゆかりの自然が

残るまちです。しかしほとんどが市街地で、人々が自然と関わる機会は限られています。 

港区の暮らしや仕事は、国内の農村地域や海外から供給されている食べ物、エネルギーなど、

様々な物資に支えられています。私たちが快適に暮らせるのは、地球上の様々な自然や生きもの

たちがつくり出す生物多様性の恵みがあるからです。 

 

 
 

図 1-3 私たちの暮らしと生物多様性の恵み 

 

一方で港区は、区内に事業所が多いことで、地球温暖化の原因となる二酸化炭素を大量に排出

しています。二酸化炭素排出量の増加は地球温暖化を招くため、地球全体の気候に変動をもたら

し、自然環境や私たちの生活に大きな影響を及ぼすことが懸念されています。 

港区は、国内外の自然資源、すなわち生物多様性の恵みに依存していながらも、生物多様性の

恵みを供給している地域の生態系に影響を与えています。 

今、私たちの暮らしを支えてきた生物多様性が、開発などの人間の活動や温暖化、森林の消失

などにより、世界中で急速に失われつつあります。未来の人々が、生物多様性の恵みを享受し、

豊かな暮らしができるようにするためには、身近な自然はもちろん、地球上の全ての生物多様性

を未来に引き継ぐ必要があります。 
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（３）生物多様性地域戦略とは 

生物多様性基本法（平成 20年６月施行）では、「都道府県及び市町村は、単独又は共同して

（中略）生物の多様性の保全及び持続可能な利用に関する基本的な計画（生物多様性地域戦略）

を定めるよう努めなければならない」と規定されています（第 13 条）。 

生物多様性国家戦略 2012-2020（平成 24 年９月閣議決定）においても、「生物多様性を社会

に浸透させる」ことが生物多様性施策の一つに挙げられており、地方自治体による地域戦略の策

定を援助、促進するための取組を行うとしています。また、「平成 32（2020）年までにすべて

の都道府県が地域戦略を策定していること」を目標としています。（環境省ホームページより） 
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２ 港区生物多様性地域戦略の概要 

（１）目的 

「港区 物多様性地域戦略  物多様性みなとプラン 」は、｢ 物多様性基本法｣、「 物多

様性国家戦略」及び｢港区みどりを守る条例｣に基づき、豊かな自然環境の象徴である動植物の生

息・生育環境の充実を図り、生物多様性の保全と持続可能な利用に関する取組を総合的に推進す

ることを目的に、平成26（2014）年３月に策定したものです。 

 

（２）対象とする区域 

対象区域は、港区全域です。 

 

（３）目標期間 

目標期間は、愛知目標※に合わせ、短期目標期間は平成 26（2014）年度 平成 32（2020）年

度までの７年間とし、 期目標期間は、平成 26（2014）年度 平成 62（2050）年度の 37 年間

とします。 

 
表 1-1 「港区生物多様性地域戦略」と関連するスケジュール

 

 

 

（４）中間見直しの背景 

「港区 物多様性地域戦略  物多様性みなとプラン 」では、区 や事業者、学識経験者な

ど、様々な方々の意見を反映して、４つの目標と、12 の行動方針、21 の行動計画を策定し（第

３章参照 P38 ）、平成 32（2020）年を短期目標年として、これまで取組を進めてきました。 

                                                      

 

※愛知目標：資料編 用語解説（資-21）参照 
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平成 29（2017）年度は、短期目標期間である平成 32（2020）年度までの７年間の中間年次に

あたることから、今回、これまでの効果の検証を行い、より実効性のある計画として運用するた

めの見直しを行いました。 
 

 

 

図 1-4 港区生物多様性地域戦略の目標年 

 

なお港区では、現行の「港区基本計画」（計画期間：平成 27 32（2015 2020）年度）にお

いて、平成 29（2017）年度に後半３年の計画についての見直しを行いました。  

「港区基本計画」では、重点課題の一つに、新たに「多様な人が共生する地域社会の実現に向

けた取組の推進」を掲げています。個別計画にあたる「港区生物多様性地域戦略」においても、

「港区基本計画」の見直し方針を踏まえて見直しを行いました。 

 

（５）港区生物多様性地域戦略の構成 

本冊子は、行動計画の見直しに係る部分を中心に構成しています。港区の自然と生物、暮らし

については、資料編に概要を示しておりますが、より詳しく知りたい人は、平成 26（2014）年

３ に発 した「港区 物多様性地域戦略  物多様性みなとプラン 」の冊子※も合わせてご

覧ください。 
  

                                                      

 

※区ホームページで閲覧できます。 
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（６）位置付け 

「港区 物多様性地域戦略  物多様性みなとプラン 」は、「港区環境基本計画」及び「港

区緑と水の総合計画」のもとに位置付けられます。 
 

 

 

 

図 1-5 港区生物多様性地域戦略の位置付け 
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３ 中間見直しの進め方 

今回の見直しは、次の３点の考え方に基づき、取組内容等の情報収集、区 ・事業者を対象と

したアンケート調査、公園等における現地確認で把握された進捗状況から効果の検証を行い、下

記の（１） （５）の方法で見直しを行いました。 

 

見直しの考え方 

● めざす将来像の継承 

● 目標１ ４、行動方針、行動計画の継承 

● これまでの進捗状況を踏まえ、達成目標、各主体の役割、取組内容、事業

予定について見直し 

 

（１）取組内容の再整理 

情報収集の結果から、生物多様性に関わる取組を行動計画に照らし、改めて盛り込める事業の

有無を確認、整理しました。また、既に盛り込まれている事業について、情報収集、アンケート

及び現地確認の結果をもとに、順調に進行しているもの、予定どおりの実現が難しいもの等、進

捗状況を整理しました。その結果、進捗が思わしくない行動計画について、その課題と対応策を

検討しました。 

 

（２）達成目標の見直し 

各行動計画の達成目標について、情報収集、アンケート及び現地確認によって把握した達成状

況を整理するとともに、事業予定と照らし、必要な修正を行いました。また、達成度を測りにく

い目標については目標値の設定等の具体化を行いました。 

 

（３）各主体の役割・事業内容・事業予定の見直し 

取組内容の再整理や見直し後の達成目標をもとに、行動計画に関連する各主体の役割や、今後

の事業内容、事業予定の見直しを行いました。 

 

（４）短期計画後半に重点的に取り組む行動計画の抽出 

見直しを経た行動計画の中で、計画後期に特に重点的に取り組む必要のある行動計画を、以下

の視点で抽出しました。 

 

・戦略全体のボトルネックになり得るもの 

・重点的に取り組むことで高い効果が期待できるもの 



8 

（５）新規事業や拡充事業の追加と具体化 

上記で抽出した、特に重点的に取り組む必要のある行動計画について、必要に応じて新しい事

業の立案・追加を検討しました。また、これまでに実施されている事業についても、高い効果が

期待できるものは必要に応じて拡充を行いました。 

 

 

 

図 1-6 見直しの実施フロー  



9 

４ 港区生物多様性地域戦略の現況 

（１）取組の進捗状況 

今回の見直しに当たり、区の取組の進捗状況について情報収集し整理しました。 

「ビオトープ管理の手引き」の作成、「生物多様性緑化ガイド」の策定・普及、「外来種勉強

会」の実施といった取組について前期に前倒し又は内容を拡充して進めてきたほか、「港区緑と

生きもの観察会・調査会」や「生物多様性みなとフォーラム」の開催など、多くの取組を前期に

予定どおり進めてきました。一方で、「港区みどりの活動員制度」及び「生物多様性みなとネッ

トワーク」の登録者（個人・団体）数の伸び悩みといった課題も見つかりました。 

行動計画ごとの取組の進捗状況については、第３章「２ 行動計画と取組内容」に整理してい

ます。また、現在行っている取組の一部は、資料編「２ 港区が行っている生物多様性に関連す

る主な取組」で紹介しています。 

 

（２）区 ・事業者の意識 

【アンケート調査の実施状況】 

今回の見直しを行うに当たり、行動計画の取組について進捗状況を確認するために、区 と事

業者、外国人を対象としたアンケート調査を行いました。実施時期は、区 と事業者が平成 29

（2017）年６ ７月、外国人が平成 29（2017）年９ 10 月です。アンケート調査の対象ごとの

配布数と回収状況は、下表のとおりです。 

 
表 1-2 アンケート配布数と回収率 

種類 対象 配布数 回収数 回収率 

区  港区在住者※1 2,000 555 27.8%
 環境課事業参加者※2 20 7 35.0%

 （区 合計） 2,020 562 27.8%
事業者 大企業※3 375 69 18.4%

 
みなと環境にやさしい事業者会議（mecc）
参加企業

54 6 11.1%

 商店街連合会 56 13 23.2%

 （事業者合計） 485 88 18.1%
外国人 区内に在住する外国人※4 602 40 6.6%
※1住 基本台帳から無作為に抽出した、日本国籍の 18 歳以上の港区在住者を対象としました。 

※2 観察会の参加者を対象としました。 

※3 港区に本社を置く上場企業を大企業としました。ただし、みなと環境にやさしい事業者会議

（mecc）参加企業と重複する企業は除きました。 

※4 MIM（Minato Information Mail；愛称「ミム」）による電子メール配信で実施しました。 
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【アンケート調査の結果概要】 

アンケート調査の主な結果について、以下に示します※。 

一部の項目については、計画策定時の平成 24（2012）年 10 11 月に実施したアンケート調

査結果と比較しています。なお、外国人アンケートの結果は、P20 にまとめて示します。 

 

①生物多様性という言葉の認知度 

「平成 29（2017）年度までに 物多様性という 葉の認知度が区 で８割以上にな

ること」を達成目標としましたが、今回のアンケート結果では、区 で約７割にとどま

りました。ただし、６割を下回っていた平成 24（2012）年よりも、認知度は高くなり

ました。事業者については、平成 24（2012）年に８割以上の認知度を示しておりまし

たが、平成 29（2017）年では、９割を越える高い認知度を示しました。 

港区在住者について属性別にみると、30-39 歳の年代及びアルバイト・パートタイム

の人で、生物多様性という言葉の認知度がやや低いことがわかりました。 

 

 

問：「生物多様性」という言葉を知っていましたか？（単数回答） 

 

 

注）一般的な認知度の把握を目的とするため、もともと環境に対する意識が高いと考えられる環境課事業参加者
（区 ）と、みなと環境にやさしい事業者会議参加企業（事業者）は、集計から外しています。なお、平成 29
（2017）年度では、回答数は少なかったものの、両者とも認知度は 100％という高い結果が得られました。 

 

図 1-7 「生物多様性」という言葉の認知度 

                                                      

 

※ グラフ上の数値（％）について、小数第 2位で四捨五入しているため、集計値が合わない場合があります。 

92.7%

88.3%

69.0%

55.7%

7.3%

11.7%

29.5%

42.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

事業者_平成29（2017）年

事業者_平成24（2012）年

区民_平成29（2017）年

区民_平成24（2012）年

意味を知っていた

or 聞いたことはある

聞いたことがなかった 無回答

（回答数：77）

（回答数：555）

（回答数：82）

（回答数：359）
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注）環境課事業参加者は除いています。また、子どもは高校生以下を示します。 
 

図 1-8 「生物多様性」という言葉の認知度（港区在住者：属性別） 

 

  

70.1%

66.7%

64.0%

68.3%

69.2%

50.0%

76.2%

73.6%

67.6%

66.0%

68.2%

76.3%

68.0%

59.1%

76.9%

28.5%

32.7%

34.7%

30.5%

30.8%

50.0%

23.8%

25.9%

31.0%

27.8%

31.8%

22.7%

32.0%

39.8%

23.1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

子どもがいない

子どもがいる

【子どもの有無】

無職

家事専業

学生

アルバイト・パートタイム

公務員

会社員

自営業

【職業別】

70歳以上

60‐69歳

50‐59歳

40‐49歳

30‐39歳

18‐29歳

【年代別】

意味を知っていた

or 聞いたことはある

聞いたことがなかった 無回答

（回答数：88）

（回答数：88）

（回答数：97）

（回答数：52）

（回答数：122）

（回答数：97）

（回答数：147）

（回答数：355）

（回答数：71）

（回答数：75）

（回答数：82）

（回答数：13）

（回答数：32）

（回答数：215）

（回答数：212）
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②生物多様性を守ることについての意識 

生物多様性を守ることについて、区 の意識を平成 24（2012）年と比較すると、「大

切だと思う」と回答した区 の割合がわずかに減少し、「特に大切なことだと思わない」、

又は「特に関心はない」と回答した区 の割合がわずかに増えていることがわかりま

した。 

 

問：「生物多様性」を守ることについてどう思いますか？（単数回答） 
 

 
 

注）一般的な意識の把握を目的とするため、もともと環境に対する意識が高いと考えられる環境課事業参加者（区  
 ）は、集計から外しています。なお、環境課事業参加者（区 ）は、７人全ての回答者が、大切なことだと思
うと回答しました。 

        

図 1-9 生物多様性を守ることについての意識（港区在住者） 

 

 

  

79.8%

84.7%

3.8%

1.9%

12.1%

8.1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

平成29（2017）年

平成24（2012）年

大切なことだと思う 特に大切なことだと思わない

特に関心はない 無回答・無効回答

（回答数：555）

（回答数：359）
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③生物多様性保全の取組の関心度 

生物多様性保全の取組の関心度について、区 （環境課事業参加者を除く）と事業者

（みなと環境にやさしい事業者会議参加企業を除く）を比較すると、「とても関心があ

る」、又は「ある程度関心がある」と回答した人・企業の割合は、区 のほうが事業者

よりも高い結果となりました。 

 

問：港区は、平成 26（2014）年に「港区生物多様性地域戦略」を策定し、生きものと共生で

きるまちをめざして、区内外の生物多様性の保全に取り組んでいます。現在その中間見直

しを行っていますが、生物多様性保全の取り組みについて、どの程度関心をお持ちです

か？（単数回答） 

 

 
 

注）一般的な関心度の把握を目的とするため、もともと環境に対する関心が高いと考えられる環境課事業参加者
（区 ）と、みなと環境にやさしい事業者会議参加企業（事業者）は、集計から外しています。なお、回答数は
少なかったものの環境課事業参加者（回答数：７）は 28.6％、みなと環境にやさしい事業者会議参加企業（回答
数：６）は 83.3％が、とても関心があると回答しました。 

        

図 1-10 生物多様性の取組の関心度 

 

  

14.7%

19.1%

47.6%

51.9%

26.8%

21.1%

10.9%

6.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

事業者

区民

とても関心がある ある程度関心がある あまり関心がない

関心がない 無回答・無効回答

（回答数：82）

（回答数：555）



14 

④認証制度の認知度 

「平成 29（2017）年度までに FSC 認証、MSC 認証※などの認証制度の認知度が７割

以上になること」を達成目標としていましたが、「見たことはある」までを認知度とす

ると、環境課事業参加者を除く区 では 24.3％にとどまりました。また、みなと環境に

やさしい事業者会議（mecc）参加企業を除く事業者では、57.4％にとどまりました。 

港区在住者について属性別にみると、30-39 歳の年代では、他の年代と比べて認知度

が低いことがわかりました。また、アルバイト・パートタイムと無職の人は、「知って

いて、よく利用している」と回答した人はいませんでした。 

 

問：以下のラベルに代表されるような生物多様性に配慮した「認証制度」を１つでも知ってい

て、利用していますか？（単数回答） 
 

 

    
 

 

 

注）環境に対する意識が高いと考えられる環境課事業参加者（区 ）とみなと環境にやさしい事業者会議（mecc）
参加企業（事業者）は、分けて集計しました。 

 

図 1-11 認証制度の認知度 

                                                      

 

※ FSC 認証、MSC 認証：資料編 用語解説（資-22）及びコラム（P21）参照。 

50.0%

30.5%

3.4%

50.0%

22.0%

14.3%

9.7%

4.9%

28.6%

11.2%

42.7%

57.1%

73.2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

事業者_mecc参加企業

事業者_mecc参加企業以外

区民_環境課事業参加者

区民_港区在住者

知っていて、よく利用している 知っているが、利用したことはない 見たことはあるが、意味は知らない

知らない 無回答

（回答数：555）

（回答数：7）

（回答数：82）

（回答数：6）
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注）環境課事業参加者は除いています。また、子どもは高校生以下を示します。 
 

図 1-12 認証制度の認知度（港区在住者：属性別） 

 

 

3.7%

3.4%

2.4%

7.7%

4.8%

5.7%

4.2%

1.0%

5.7%

4.1%

2.5%

3.4%

5.8%

9.6%

8.8%

8.0%

12.2%

7.7%

9.4%

9.5%

7.1%

14.1%

12.4%

6.8%

16.5%

11.5%

1.1%

7.7%

10.4%

15.0%

12.0%

13.4%

7.7%

18.8%

9.5%

9.9%

8.5%

12.4%

11.4%

6.2%

13.9%

10.2%

13.5%

73.0%

72.8%

74.7%

68.3%

76.9%

71.9%

76.2%

75.9%

70.4%

67.0%

73.9%

72.2%

72.1%

85.2%

69.2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

子どもがいない

子どもがいる

【子どもの有無】

無職

家事専業

学生

アルバイト・パートタイム

公務員

会社員

自営業

【職業別】

70歳以上

60‐69歳

50‐59歳

40‐49歳

30‐39歳

18‐29歳

【年代別】

知っていて、よく利用している 知っているが、利用したことはない

見たことはあるが、意味は知らない 知らない

無回答

（回答数：52）

（回答数：88）

（回答数：88）

（回答数：97）

（回答数：122）

（回答数：97）

（回答数：147）

（回答数：355）

（回答数：71）

（回答数：212）

（回答数：21）

（回答数：32）

（回答数：13）

（回答数：82）

（回答数：75）
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⑤外来種問題の理解度（区 ） 

「平成 32（2020）年までに、９割以上の区 が外来種問題について正しい知識を持

っていること」を達成目標としていますが、平成 29（2017）年のアンケートで「知っ

ていた」と回答した区 （環境課事業参加者を除く）の割合は 57.5％にとどまっていま

す。ただし、52.1％であった平成 24（2012）年のアンケート結果よりは、わずかに高

くなりました。 

港区在住者について属性別にみると、40-49 歳の年代で、理解度がやや低いことがわ

かりました。 

 

■外来種とは 

人の手によってほかの国や地域から持ち込まれた生きものを外来種とい
います。中には、その地域にもともといた生きものに害をおよぼすもの
もあり、問題となることがあります。 

カダヤシ アメリカザリガニ アカミミガメ 

（ミドリガメ） 
 

 

問：上記のような外来種問題を知っていましたか？（単数回答） 

 

注）環境に対する意識の高いと考えられる環境課事業参加者は、集計から外しました。なお、平成 29（2017）年度
における環境課事業参加者では、回答数は少なかったものの「知っていた」が 85.7％、「くわしくは知らないが
聞いたことがある」が 14.3％という高い結果が得られました。 

図 1-13 外来種問題の理解度 

57.5%

52.1%

34.8%

41.2%

5.2%

5.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

平成29（2017）年

平成24（2012）年

知っていた くわしくは知らないが聞いたことがある 聞いたことがなかった 無回答・無効回答

（回答数：555）

（回答数：359）
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注）環境課事業参加者は除いています。また、子どもは高校生以下を示します。 
 

図 1-14 外来種問題の理解度（港区在住者：属性別） 

 

 

  

58.0%

52.4%

61.3%

59.8%

46.2%

43.8%

71.4%

54.7%

64.8%

63.9%

67.0%

71.1%

39.3%

50.0%

55.8%

34.1%

40.1%

29.3%

34.1%

46.2%

50.0%

23.8%

39.2%

26.8%

22.7%

29.5%

24.7%

51.6%

42.0%

36.5%

4.5%

6.8%

8.0%

2.4%

3.1%

4.8%

5.2%

5.6%

6.2%

2.3%

3.1%

7.4%

8.0%

3.8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

子どもがいない

子どもがいる

【子どもの有無】

無職

家事専業

学生

アルバイト・パートタイム

公務員

会社員

自営業

【職業別】

70歳以上

60‐69歳

50‐59歳

40‐49歳

30‐39歳

18‐29歳

【年代別】

知っていた くわしくは知らないが聞いたことがある

聞いたことがなかった 無回答・無効回答

（回答数：52）

（回答数：88）

（回答数：88）

（回答数：97）

（回答数：122）

（回答数：97）

（回答数：147）

（回答数：355）

（回答数：71）

（回答数：212）

（回答数：21）

（回答数：32）

（回答数：13）

（回答数：82）

（回答数：75）
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⑥生物多様性に関する取組（事業者） 

「平成 32（2020）年度までに、生物多様性に関する取組を行っている事業者が９割

以上になること」を達成目標としています。今回のアンケートでは、72.0％の事業者が、

生物多様性に関する取組を行っていると回答しました。 

 

問：貴事業所が、生物多様性を保全するために取り組んでいる、又は今後取り組みたい内容全

てに○をつけてください。（取組内容をいくつか示した上での複数回答） 
 

 

 

注）一般的な意識の把握を目的とするため、みなと環境にやさしい事業者会議参加企業は、集計から外しました。
なお、みなと環境にやさしい事業者会議参加企業は、回答数は少ないものの全ての企業が取り組んでいるという
結果が得られました。 

 

図 1-15 生物多様性に関する取組（事業者） 

 

 

⑦植栽・緑化の取組と化学農薬の使用状況 

「平成 27 29（2015 2017）年度の３年間で、公園や緑地に生きものが好む植物を

植栽し、化学農薬を使わない適切な管理を継続すること」を達成目標としましたが、植

栽を っている区 ・事業者のうち化学農薬を使 していないという回答は、区 で

45.8％、事業者で 22.7％にとどまりました。 

  

72.0%

18.3%

9.8%

取り組んでいる

取り組んでいないが、今後、取り組みたい

取り組んでいない

（回答数：82）



19 

問：以下のうちあてはまるもの全てに○をつけて下さい。（庭やベランダ、壁面緑化など、草

 の植栽をしていると回答した区 （240 名；42.7％）を対象に複数回答） 

 

 

注）環境に対する意識が高いと考えられる環境課事業参加者を含めて集計しています。 
 

図 1-16 植栽を っている区 における植栽の管理状況 

 

問：以下のうちあてはまるもの全てに○をつけて下さい。（緑化に取り組んでいると回答した

企業（22社；25.0％）を対象に複数回答） 

 

 

注）環境に対する意識が高いと考えられるみなと環境にやさしい事業者会議（mecc）参加企業を含めて集計してい
ます。 

 

図 1-17 緑化の取組を行っている企業における緑地の管理状況 

49.6%

7.5%

4.2%

3.8%

6.3%

3.8% 化学農薬未使用45.8%

23.3%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0%

在来の植物を選んで植えている

外来種を植えないようにしている

鳥や昆虫が好きな植物を植えている

エサ台や水場など鳥が利用しやすい場所を作っている

鳥や昆虫の巣を撤去しないで保護している

鳥や昆虫が利用しやすいように、剪定や下草刈りの

時期・方法に配慮している

殺虫剤や除草剤などの化学農薬は使用していない

無回答・無効回答

68.2%

27.3%

22.7%

9.1%

9.1%

9.1%

化学農薬未使用22.7%

13.6%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0%

在来の植物を選んで植えている

外来種を植えないようにしている

鳥や昆虫が好きな植物を植えている

エサ台や水場など鳥が利用しやすい場所を作っている

鳥や昆虫の巣を撤去しないで保護している

鳥や昆虫が利用しやすいように、剪定や下草刈りの

時期・方法に配慮している

殺虫剤や除草剤などの化学農薬は使用していない

無回答・無効回答
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⑧外国人アンケートの結果 

「生物多様性」という言葉について、97.5％の人が意味を知っている、又は聞いたこ

とがあると回答し、「外来種の問題」について、77.5％の人が意味を知っていると回答

しました。いずれも、日本人と比べて認知度が高いことがわかりました。また、庭やベ

ランダなどで草木の植栽をしている人（40人中 26 人；全体の 65％）のうち、84.6％に

あたる 22 人が化学農薬を使用していないと回答しました。化学農薬の未使用率も、区

 （港区在住者）や事業者と比べて高いことがわかりました。 

 

問：あなたは「生物多様性」という言葉を知っていますか？  

 

 

問：あなたは動植物の外来種の問題を知っていますか？  

 

 

問：あなたは庭やベランダなどで、草木の植栽（ガーデニング）をする時、化学農薬を使用し

ていますか？ 

 

 
図 1-18 外国人アンケートの結果（回答数はいずれも 40 人） 

80.0%

17.5%

2.5%

意味を知っている

聞いたことはあるが意味は知らない

聞いたことがない

77.5%

12.5%

10.0%

意味を知っている

くわしくは知らないが聞いたことがある

聞いたことがない

10.0%

55.0%

35.0%

使用している

使用していない

草木の植栽をしていない
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生物多様性に配慮した、エコラベルを探せ！ 
私たちが毎日口にする食べ物や生活に欠かせない水はもちろん、衣類や家具など、暮らし

を支える商品の多くは生物多様性の恵みで、今では世界中から集まってきます。しかし、紙

や木材の生産のために伐採された熱帯雨林が再生されないなど、生産や流通の過程で生物多

様性を大きく損なうことがあり、問題となっています。どうしたら、生産や流通の現場での

生物多様性の危機を避けることができるでしょうか？ 

その一助となるのがエコラベルです。原料の調達や、生産、流通の過程で生物多様性に配

慮した商品につけられています。エコラベルは世界中で実に様々なものがあり、環境省の

「環境ラベル等データベース※」にも多数紹介されています。みなさんが買い物をするいつ

ものお店で、ぜひ商品のパッケージやラベルをよく見て、エコラベル商品を探してみて下さ

い。何種類のエコラベルがあるでしょうか？どのお店にエコラベル商品が多いでしょうか？ 

エコラベル商品を選ぶことは、生物多様性を保全することにほかなりません。私たち一人

ひとりが、生産や流通の現場に注意を払い、生物多様性に配慮されたエコラベル商品を選ぶ

ことで、生物多様性に配慮することが当たり前の社会になっていく大きな力となるのです。 

 

 

MSC 認証「海のエコラベル」 

海洋の自然環境や水産資源に配慮して獲ら

れた水産物に与えられます。 

（写真：たらこ） 

レインフォレスト・アライアンス認証 

野生生物の保護、土壌と水源の保全、労働

者の家族や地域社会の保護などの基準を満

たした農園で栽培されたことを示します。 

（写真：バナナ） 

 

FSC 認証 

適切な森林管理が行われていること、森林

管理の認証を受けた森林からの木材・木材

製品であることを示します。 

（写真：飲料用紙パック） 

 

エコリーフ環境ラベル 

資源採取から製造、流通、使用、廃棄・リ

サイクル等、生産活動の全工程において、

環境負荷の情報を消費者に公開しているこ

とを示します。 

（写真：飲料用スチール缶） 

 
※環境ラベル等データベース：資料編 参考になるウェブサイト（資-20）参照

 コラム
１ 
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（３）現地の状況 

【現地確認の実施状況】 

今回の見直しを行うに当たり、行動計画の取組について進捗状況を確認するために、現地確認

（現地調査及びヒアリング）を行いました。実施時期は、平成 29（2017）年６ ７月とし、対

象は、区内でビオトープ※や池、その他の代表的な環境がみられる緑地として、下表に示す公園・

施設等としました。 

 
表 1-3 現地確認の実施対象 

実施項目 地区 実施対象（公園・施設・管理者等） 

現地調査 

芝 
区立芝公園 

エコプラザ 

麻布 
有栖川宮記念公園
元麻布三丁目緑地

赤坂

高輪 

塚公園
高松くすのき公園
高輪公園
高輪森の公園
白金台どんぐり児童遊園

芝浦港南 

芝浦公園
芝浦中央公園
港南緑水公園

杜の公園 

東京湾（台場） 

その他 古川

ヒアリング 

芝 
芝地区公園等指定管理者 

エコプラザ指定管理者 

麻布 
麻布地区公園等指定管理者
麻布地区総合支所 土木係

赤坂 赤坂地区公園等指定管理者
高輪 高輪地区公園等指定管理者

芝浦港南 
芝浦港南地区公園等指定管理者 

芝浦港南地区総合支所 台場担当
その他 （古川）麻布地区総合支所 土木係

 

 

                                                      

 

※ ビオトープ：都市での自然を保全・再生することを目的として設置した生きもののすみか。 
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【現地確認の結果概要】 

①自然と気軽にふれあえる場所の整備 

・現地確認を行った多くの緑地では、虫や野鳥が好む草木がそれらに利用されやすい形で植栽

されていました。 

・花壇や枯損木の植え替えに際し、虫や野鳥が採餌に利用する種等、より生物多様性に配慮し

た種を選定するかどうかについて、管理者によって意識の差がありました。 

・管理者に対し、生物多様性に配慮した植栽種の選定について方向性（適用場面や考え方、候

補種の提示）を示すことが必要です。 

  

②公園・緑地など身近なみどりを活かした、生きもののすめる環境の整備 

・公園整備前から生育していたものを利用していると思われる高木や、古くから広く流通して

いる在来の植栽種等を中心に、多くの公園で在来種が見られました。 

・在来種の植栽種としての選定について、管理者によって意識の差がありました。 

・化学農薬（除草剤又は殺虫剤）を使用した形跡は認められませんでした。 

・化学農薬については、区の方針に従い原則として使用されていませんが、人に害を及ぼす

毛虫の発生時などには、必要に応じて局所的に実施できるような柔軟な対応の要望があり

ました。 

 

③生物多様性を高める自然環境の保全・再生（重点箇所の候補地の状況） 

・樹林のある高輪森の公園では、樹林内を回遊する園路が整備され、利用者が樹林に親しみや

すくなった一方で、接道部から日差しや風が入り、林床が乾燥しやすい状態になっていまし

た。また、斜面下部は表土の移動が多く裸地の部分がありました。管理者は樹林に親しめる

イベント等を運営するなど、利用促進に意欲的でした。 

・草地のある 塚公園には、在来種のカントウタンポポがまとまって 育するエリアがあり、

踏み荒らされないように、通常は利用者の立入が制限されていました。管理者としては、

カントウタンポポの個体群の保全を図りつつ、今後は利用者への開放も行いたいと意欲的

でした。 

・港南緑水公園には自然観察池と称した池と、小規模ながらも樹林を模した築山からなるビオ

トープが整備されていました。水辺には植物が多く生育し、生きものの生育・生息に配慮し

た環境が創出されていました。 
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・古川は、コンクリートによる護岸が施されており、ほとんどが高速道路下にあって日当たり

が悪いため、生きものが棲みにくい環境となっていました。ただし、河口近くには小規模な

がら干潟が見られたほか、将監橋上流付近には水際に矢板で区切った浅瀬がありました。ま

た、天現寺付近では高速道路による日照阻害のない区域が断続的に現れ、水鳥や魚などが確

認されました。 

・東京湾（台場地区）では、海苔づくりや干潟の環境学習、海水浴といった、お台場ふるさと

の海づくり事業が実施されています。また、アマモ場の整備やクラムマット※を用いたアサ

リによる水質浄化の環境学習など、お台場の海域の生物多様性に貢献する活動が盛んに行わ

れています。 

・重点箇所としての生物多様性を存続させるためには、状況を監視しながら管理方針を検討し

ていく PDCA サイクルの細やかな運用が望まれるほか、利用と保全のバランスについても

明確な方針を設定する必要があります。 
 

高輪森の公園の樹林 港南緑水公園の池 

 塚公園 カントウタンポポ保護区 白金台どんぐり児童遊園の草地 

古川（天現寺付近） お台場の海 

                                                      

 

※ クラムマット：アサリ稚貝の着生に適したセラミック製の小石を封入した袋網 
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④ビオトープの創出と適正な維持管理の推進 

・下表に示す 10 か所のビオトープを確認した結果、いずれの箇所においても、面積は限ら

れているものの安全性と快適性に問題が生じない程度に、緩やかな植生管理がされていま

した。水辺ビオトープでは、水際に大型草本が茂り、エコトーン（下記参照）が縮小して

いるなど、整備時に想定した目標に至っていないと思われる状況が多く見られました。 

・各ビオトープについてその目標像や管理方針を確立する必要があります。 

 
表 1-4 現地確認を実施したビオトープ 

地区 公園・施設等 ビオトープ区分 

芝 区立芝公園 樹林
麻布 元麻布三丁目緑地 水辺

高輪 
塚公園 草地

高松くすのき公園 樹林
白金台どんぐり児童遊園 樹林 草地

芝浦港南

芝浦公園 水田
芝浦中央公園 水辺
港南緑水公園 樹林、水辺
杜の公園 水辺

その他 エコプラザ 水辺
 

エコトーンとは 

移行帯ともいいます。陸域と
水域、森林と草原など、異な
る環境が連続的に推移する場
所のことを指します。多様な
環境が形成されるため、様々
な生きものが見られます。 

（右：イメージ図）

 

⑤外来種の侵入・拡散防止 

・カダヤシやブルーギル、アカミミガメ、アメリカザリガニなどが各地の池で確認されまし

た。また、古川では、古川橋より上流でアカミミガメが散見されました。 

・「平成 27（2015）年度までに、区立公園などの池に外来種を放出しないよう啓発する看板

を立てること」を達成目標としましたが、芝浦中央公園の湿性花園で生物放逐禁止の看板

が立てられていた以外に、外来生物に関する注意喚起の看板は確認できませんでした。 

・外来種の侵入と拡散を防止するには、管理者及び利用者への啓発を進める必要があります。 
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外来種問題 

港区は都心でありながら、たくさんの生きものが生息・生育していますが、もともと港区

にはいなかった「外来種」が増えているという問題も抱えています。2008 年に実施した港

区生物現況調査では、植物を中心に実に 200 種以上の外来種が確認されました。これら

は、ペットや園芸、食用に持ち込まれて野生化したり、貨物船の積荷やバラスト水※とともに

海外からやって来たものです。 

 

ペットとして持ち込まれた 

ワカケホンセイインコ 

食用として持ち込まれた 

ウシガエル 

貨物船によって運ばれてきた 

ホンビノスガイ 

港区に生息・生育する外来種の例 

 

もともと港区にいなかった生物が侵入すると、もともといた動植物（在来種）の生育を

様々な形で脅かし、生態系のバランスを崩してしまうことがあります。 

 
【捕食】 

在来種を食べる 

 

【競合】 

在来種の生息・生育環境を奪って

しまったり、餌の奪い合いをする 

【遺伝的攪乱】 

近縁の在来種と交雑して雑種を

つくる 

 
 

外来種が生態系に及ぼす影響 
環境省ウェブサイト「日本の外来種対策」より 

 

私たちの周りにたくさん生息・生育している外来種は、いずれも私たち人間の活動が原因

でやって来てしまった生きものです。私たちが注意することで、外来種による被害を防ぐこ

とができます。環境省では、以下の３点を外来種被害予防三原則として掲げています。 

 
 

 

 

※バラスト水：資料編 用語解説（資-24）参照。

 コラム
２ 

●入れない：外国や他の地域からの動植物をむやみに持ち込まない 

●捨てない：ペットとして飼っている外来種を野外に捨てない 

●拡げない：野外にいる外来種を他の地域に拡げない 
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（４）課題 

今回、現況確認で明らかになった現状と課題について、以下に整理します。 

「港区 物多様性地域戦略  物多様性みなとプラン 」平成 30 32（2018 2020）年度で

は、特にこれらのものについて重点的に見直しを行いました。 

 

 

〈 明らかになった現状と課題 〉 
 

◇ 生物多様性の言葉の認知度が、区 で約７割にとどまっている。 

→ 認知度を上げるための効果的な普及・啓発 

  

◇ FSC 認証、MSC認証などの認証制度の認知度が低い。 

→ 認知度を上げるための効果的な普及・啓発 

 

◇ 外来種問題に関する理解度が伸び悩んでいる。外来種啓発看板の設置が遅

れている。 

→ 理解度を上げるための効果的な普及・啓発と、啓発事業の更なる推進 

 

◇ 「港区みどりの活動員制度」及び「生物多様性みなとネットワーク」登録

者（個人・団体）数が伸び悩んでいる。 

→ 参加を促すための仕組みづくり 

 

◇ 緑地の管理について、 部の区 ・事業者で化学農薬が使用されている。 

→ 緑地の正しい管理方針の提示 

 

◇ ビオトープについて、維持管理方針にばらつきがあるため、協働による適

切な維持管理を行うモデル事業の設定が遅れている。 

→ ビオトープの正しい管理方針の提示 
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第 2章 めざす将来像と目標 
１ 戦略のめざす将来像 

港区の豊かな暮らしと都市としての発展は、区内にとどまらず、周辺地域、日本全国、さらに

は世界中からの多くの資源・エネルギーに依存しており、その多くが生物多様性の恵みによるも

のです。 

この意味で、世界中で進行している生物多様性の危機は、私たちの暮らし、都市としての発展

に大きな影響を与えるものなのです。 

このような状況を港区に住み、働き、学ぶ人全てが理解した上で、一人ひとりの行動につなげ、

生物多様性を健全な状態で将来の世代に引き継ぐことが、私たちの豊かな生活、豊かな環境につ

ながります。 

 

以上のことから、「港区 物多様性地域戦略  物多様性みなとプラン 」では「めざす将来

像」を次のように設定しました。短期計画後半においてもこれを継承します。 

 

 

 

2050 年の港区は、生きものが暮らす自然があり、まちも活気に満ちています。 

人々が身近に自然と親しみ、その恵みを感じられるまちには、自然に感謝する豊かな心が育ま

れ、笑顔あふれる日常があります。港区は、生物多様性を保全し、その恵みの持続可能な利用に

取り組み、自然と共存する活力あるまち「みなと」をめざします。 

  

戦略のめざす 2050 年の港区の将来像 

まちの活気と生きものが共存して、 

生物多様性の恵みに感謝し、笑顔があふれているまち・みなと 
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２ 2020年までに港区がめざす目標 

港区の生物多様性や暮らしを踏まえて、平成 26（2014）年３月に策定した「港区生物多様性

地域戦略  物多様性みなとプラン 」では、現状と課題として次のものをあげ、４つの目標を

設定しました。短期計画後半においても、これらを継承します。 

 

 

現 状  課 題   

○生物多様性を身近に感じにくい ○生物多様性に関する理解の促進  目標１ 

○暮らし・仕事が生物多様性に負
荷を与えている

○生物多様性がもたらす恵みの持
続可能な利用の促進

 目標２ 

○都市化によって自然環境が減少
している 

○地域の生物多様性の保全・再生  目標３ 

○生物多様性に関わる取組が促進
されていない

○生物多様性にかかわる取組を支
える制度や仕組みの整備

 目標４ 

 

 

目標１：生物多様性を学ぶ機会が増え、理解が浸透している 

目標２：生物多様性に配慮した暮らし・仕事が営まれている 

目標３：自然や生きものと共存できるまちづくりが進んでいる 

目標４：地域内外で協働の取組が進み、まちの魅力が高まっている 

 

 

次ページ以降で、それぞれの目標について、本戦略の短期目標年である 2020 年における達成

イメージを示します。 
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将来にわたり生物多様性の恵みを受けるためには、一人ひとりが暮らしや仕事の中でその大

切さを理解し、生物多様性を意識した行動をする必要があります。しかし、現在、生物多様性と

いう概念とその大切さは、十分に社会に浸透していません。 

生物多様性に関する基礎データの収集・公表に努め、生物多様性の現状を正しく伝え、その大

切さをあらゆる人が理解できるよう、将来にわたり伝えていきます。 
 

 

 

目標１：生物多様性を学ぶ機会が増え、理解が浸透している
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私たちの暮らしや経済活動は、日本や世界各地でつくられた食べ物や資源といった生物多様

性の恵みによって支えられています。しかし、私たちは、資源の過剰な利用、エネルギーの消費

と二酸化炭素の大量排出などを通じて、生物多様性に大きな影響を及ぼしています。 

自然を守り、生物多様性の恵みを持続して受けることができるような暮らしや仕事を営んで

いきます。 
 

 
※サプライチェーン：ある製品が、原料の段階から消費者に至るまでの全過程のつながり 

目標２：生物多様性に配慮した暮らし・仕事が営まれている
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港区には、江 時代から今につながる地域ゆかりの自然があり、絶滅危惧種も多く確認されて

います。貴重な郷土の自然を未来に伝えるために、地域ぐるみで自然を守り、その質の向上を図

ります。 

また、生物多様性の恵みを持続可能な方法で利用し、活力ある経済活動と都市の健全な再生を

図り、魅力あるまちづくりを進めます。 
 

 

  

目標３：自然や生きものと共存できるまちづくりが進んでいる
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生物多様性に育まれた観光スポットや特産品などをつくり、まちの魅力を高め、生物多様性の

恵みをいつも感じられるまちをめざします。生物多様性は、あらゆる人の活動と関わりをもち、

区 、事業者、教育・研究機関、NPO、行政は、生物多様性に配慮するために果たす役割がそれ

ぞれ違います。活動を進めるためには、みんなで力を合わせる必要があります。 

人々がつながり、互いに手を携えて、生物多様性に配慮した活動の輪を拡げていくことをめざ

します。 
 

 

目標４：地域内外で協働の取組が進み、まちの魅力が高まっている
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３ 目標ごとの行動方針 

「港区 物多様性地域戦略  物多様性みなとプラン 」では、2020 年の港区の目標を達成

するため、次のような行動方針を掲げました。これは、区 、事業者、保育施設、教育・研究機

関、ボランティア団体、区など、様々な人々とともに取組を進めていくための方針です。短期計

画後半においてもこれを継承します。 

 

目標１ 生物多様性を学ぶ機会が増え、理解が浸透している 

行動方針（１）生物多様性について知ろう・伝えよう 

私たちの暮らし・仕事が生物多様性の恵みに支えられていることは、多くの人々によく理解
されていません。 
港区の生物多様性に関する基礎データを収集し、様々な人々に、生物多様性の現状とその大
切さを伝えていきます。
 

行動方針（２）自然とのふれあいを増やそう 

 然と関わりを持つことは、 どもの健全な成 にとって重要であることが分かっていま
す。しかし、今の港区では、気軽に親しめる自然が身近なところに少なく、日常生活の中で
の自然とのつながりが薄れています。 
自然とふれあい、暮らしと生物多様性とのつながりを学ぶ機会を増やします。

 

行動方針（３）生物多様性を保育や教育の現場で伝えよう 

生物多様性の大切さを理解し、主体的に行動できる人を育てていく必要があります。特に、
小さな子どもは、遊びや体験学習の中で自然との関わりを持つことで、自然を理解し、親し
みが育まれます。 
保育や教育の現場で、生物多様性を学び、自然と関わることができる場を増やします。
 

目標２ 生物多様性に配慮した暮らし・仕事が営まれている 

行動方針（１）暮らしから変えていこう 

私たちの暮らしは、あらゆる部分で生物多様性とつながりがあります。既に進められている
省エネルギー対策、３Ｒ（リデュース・リユース・リサイクル）に積極的に取り組むほか、
生物多様性に配慮された商品を購入するなど、暮らしの中で意識的に行動を変えていく必要
があります。 
そうした暮らし方を促進します。
 

行動方針（２）生物多様性に配慮して働こう 

事業活動の中で生物多様性に配慮することは、事業者の社会的な責任においても重要です。
区は、情報提供、表彰制度などの支援を通じて、生物多様性に配慮した事業の実施、社員教
育や地域活動といった事業者の活動を促進します。
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目標３ 自然や生きものと共存できるまちづくりが進んでいる 

行動方針（１）身近な自然をつくり、つなげ、生きもののすみかを豊かにしよう 

港区には、 きものの 息拠点となっている地域ゆかりの緑地や学校の緑、公園、 有地の
庭など、大小の様々な緑地がありますが、それらは市街地の中に点在しています。 
緑地が点在している状況は、生きものにとって個々の小さな緑地の中に取り残された状態と
なり、餌を十分に得られなかったり、繁殖する場所が限られてしまうなど、生息地として厳
しい環境といえます。 
そこで、生きものの生息拠点となる緑地を、小規模な緑地や街路樹などでつなぎ、生きもの
が移動できるようにすることで、生きものが暮らしやすい状況をつくる必要があります。こ
のような、生きものが移動できるようにつながれた状態にある生息地のネットワークのこと
を、エコロジカルネットワーク（生態系ネットワーク）といいます。 
生きものと共存するまちをめざし、身近な自然をつくり、つなげていきます。 
 
 

 

 

エコロジカルネットワークの概念図 
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行動方針（２）地域本来の自然を守り育てよう 

港区の貴重な自然を残し、生きものが利用できる空間を増やすために、貴重な自然環境の保
全・再生や水質改善などによって生物多様性を豊かにしていきます。
 

 

行動方針（３）外来種による生態系への影響を防ごう 

外来種によって在来種が追いやられたり、食べられるなど、生態系に悪い影響が生じていま
す。在来種を中心に構成される地域本来の生態系を守り育てるためには、こうした外来種の
拡散や定着を防ぐことが必要です。また、すでに外来種によって地域本来の生態系のバラン
スが崩れている場所については、対策が必要です。 
外来種に関する正しい理解を広め、正しい知識に基づく行動を促進していきます。
 

行動方針（４）生態系や気象などを調べ、自然環境の改善に役立てよう 

自然環境や生きものの変化を継続的に調べることで、環境改善の方法を検討したり、取組の
効果を知ることができます。 
区内の緑と水、生きものや気象などに関する現状と、経年変化を把握して、適切な対策を検
討するため、生きものや自然環境に関する調査を継続して行います。

 

目標４ 地域内外で協働の取組が進み、まちの魅力が高まっている 

行動方針（１）まちの生物多様性の恵みを活かそう 

港区には江 時代の史跡や 化が継承されています。江 前寿司などの豊かな東京湾の恵み
が育んだ食文化も、地域固有の生物多様性の恵みです。 
これらの生物多様性に関する文化や伝統をまちの魅力として発信します。 

 

 

行動方針（２）地域内外のつながりを強めよう 

地域内外のつながりを強め、交流を深めることは、みんなの力を引き出し、生物多様性に関
連する取組を効果的に進めるために必要です。 
地域内外で多様な主体が交流できる場を設け、様々な主体と連携していきます。

 

 

行動方針（３）みんなで活動をひろげ進めていこう 

 物多様性の保全や持続可能な利 の促進には、区   ひとりとともに、事業者などの団
体での取組が不可欠です。 
情報共有や協力体制をつくり、連携しながら、生物多様性をテーマにした活動をする団体や
参加者を増やしていきます。

 

  



37 

 

エコロジカルネットワークの将来像（2050年） 
「生物多様性緑化ガイド」（港区，2016）において、エコロジカルネットワークの骨格と

なる「供給地」、「拠点」、「回廊」、「点在する緑」の４つの構成要素の視点に基づいて区

内の該当する場所を整理し、隣接区とのネットワークをめざした、平成 62（2050）年にお

けるエコロジカルネットワークの将来像を策定しました。 
 

 
「生物多様性緑化ガイド」（港区，2016）より

 コラム
３ 


